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SP研究で活用するデータ

ハイスピードカメラ スロー映像

モーションキャプチャー 3次元データ
ボール追跡レーダー 球速 回転数 軸・・

フォースプレート キック力

トラッキングシステム 位置情報

内省報告 感覚 コツ 満足度

バイオメカニクス

スポーツパフォーマンス測定

モーションキャプチャーシステムハイスピードカメラ

MAC3D



Normal Speed Camera    frams/sec
High Speed Camera        frams/sec

30
500

0.033sec
0.002sec



モーションキャプチャ + フォースプレート（床反力計）



ドップラーレーダー式ボールトラッキングシステム

TRACKMAN

・ボール速度，回転数，回転軸，

・リリース位置などのデータをリアルタイムに表示

ストレート 変化球



球速

回転数

リリース（高さ） リリース（左右）

回転軸

ホーム上の球速 減速量

滞空時間

リリース（前方）

１２：００



１：００

National Institute of Fitness and Sports in Kanoya

回転軸 ボール到達位置



National Institute of Fitness and Sports in Kanoya

リリース位置

National Institute of Fitness and Sports in Kanoya



SP研究とデータの特徴
オープンサイエンス

個人データの取り扱いは慎重に

東京２０２０後はオープンサイエンス？

大量で多様なデータ

例）内省報告 選手・コーチの実践知

WEBジャーナルで公表しています
スポーツパフォーマンス研究 参照

ご清聴ありがとうございました
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